
PDA神奈川県公立高等学校即興型英語ディベート 体験会 

 

一般社団法人パーラメンタリーディベート人財育成協会（PDA） 

                

開催日時：2020 年 10 月 24 日（土）9:00-11:30 

会場： 神奈川県立小田原高等学校（Zoom を用いたオンライン開催） 

参加者：小田原高校(生徒 9 名、教員 1 名)、川和高校(生徒 9 名、教員 1 名)、横浜緑ヶ丘高

校(生徒 8 名、教員 1 名) 

ジャッジ：PDA スタッフ、PDA 認定教育ジャッジ、名古屋工業大学 

助成：公益財団法人 日本財団、公益財団法人 KDDI 財団 

 

 はじめに、今回の体験会のホスト校であ

る、神奈川県立小田原高等学校校長の林先

生より、ご挨拶いただきました。「この即

興型英語ディベートは、英語以外の要素も

重要だと気づく機会になります。一般常識

や世の中のことに関心を持っているかが

重要です。また、自分の信条とは違う立場

としてディベートをすることや相手と対

話することなど難しい面もありますが、楽

しみに変えて頑張ってください。勝ち負け

以上に自分がどう取り組むか、これからどう取り組むかを考えるが重要です。英語をもっと

学んでいこうという意欲につなげてください。」と激励のお言葉をいただきました。 

 

 次に、ルールの復習として POI（質疑応答）の練習を行いました。スタッフの「POI」と

いう言葉を聞いて、練習前に POI のポーズのお手本を披露してくださる生徒も多く見られ

ました。練習では全員が POI を元気よく行うことができました。 

林先生によるご挨拶 

全員で POI 校内からの様子(小田原) 



 

 

 POI の練習と昨年の神奈川交流大会の様子を共有し終えると、早速実践ラウンドの始ま

りです。第 1 ラウンドでは、自分が中学生のときのエピソードを具体例として提示した

り、ジェスチャーを効果的に行いながらディベートをしたりする様子が見られました。デ

ィベート後のジャッジのフィードバックでは、次のラウンドに活かそうと真剣にメモをと

ったり、質問をしたりするテーブルもありました。続く第 2 ラウンドでは、「スピーチで

わからないことがあったら POI をしましょう」、「当たり前だと思っていることでもしっか

り言語化して理由づけを行いましょう」など第 1 ラウンドで受けたアドバイスを

活かそうとする姿が見られました。ディベートが 終わるとお互いエアー握手を

し、健闘をたたえ合いました。 

  

 

 

  

 

 

ジェスチャーをしながらスピーチ(川和高校) 

 

勢いよく POI！（小田原高校） 

堂々とスピーチ(横浜緑ヶ丘高校) ジャッジのコメントを真剣に聞く様子 



  

 

 最後に、第 2 ラウンドのベストディベータが「他校の人とディベートをするのはとても

新鮮だった。」、「自分では思いつかない反論やアイデアを聞くことができ勉強になっ

た。」、「いろんな学校のディベートの手法などを学ぶことができた。」、「とても刺激になっ

た。次に活かしたい。」と感想を述べ、体験会が終了しました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ベストディベータに選ばれた生徒による感想 

お互いの健闘をたたえてエアー握手 



参加者の声（アンケートより抜粋） 

 

・普段と違う相手と意見でより深く掘り下げた議論ができたり、POIも積極的に受けたりす

ることが出来て、良い経験になったと思います！（川和高校） 

・違う高校の方との交流と言う面でも、ディベートをするという面でも楽しむことができま

した。そして、純粋にもっと上手くなりたいと思えたので良い経験になりました。（横浜緑

ヶ丘高校） 

・普段の練習とは違うジャッジからのアドバイスをもらえてよかった。（川和高校） 

・自分の語学の活用を実感できた。（小田原高校） 

・反論を一瞬で考えるのは難しく後で言われると、思いついたりするので新鮮だった。他校

とやるのは緊張と共に難しい視点が来たりするのでその対応をするのが大変だった。（横浜

緑ヶ丘高校） 

・様々なインスピレーションをもらったりアイデアを得たりと沢山勉強になる部分があっ

た。交流を通して自分では気づけなかった意見や視点などを学ぶことが出来て非常に有意

義でした。（横浜緑ヶ丘高校） 

・初めて会う方と意見を交換でき、またいつもと違った反論などがあって新鮮で面白かった

です。（川和高校） 

・ベストディベーターに選んでいただけるのが初めてだったので、次のラウンドの時もわか

りやすい例と論理で頑張りたいです。（川和高校） 

・自分に足りない、語彙だけではく、立論の仕方や何を大事にするかなどを知れて良かった。

（川和高校） 

・とても楽しかったです。自分の能力把握ができ、自分の改善点を把握出来ました。更に他

校の論理の形を知ることが出来、非常に有意義な時間を過ごせました。（横浜緑ヶ丘高校） 

・リモートだと、慣れている環境(自分の学校)で落ち着いて話せるので良い形式だなと思い

ました。また、ディベートをする度発見があって、ジャッチの方のアドバイスや今日の事を

次に生かそうと前向きに考えられて、素敵な経験になりました、とても楽しかったです！本

日は有難うございました！（小田原高校） 

・今までにない経験を沢山して、すごく充実した時間だったと思います。他校のことも知る

ことができて楽しかったです！（小田原高校） 

・他校の生徒も同じルールでやっているとすぐに交流ができてとてもいいと思いました。

（教員） 

・生徒たちが生き生きとディベートをしているところを見ることができた。（教員） 

 

 

 

 


